慈悲あまねく慈悲深きアッラーの御名において
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大切な両親
マナールは以前おばあさんに、アッラーは私たちに両親に対してどのようにふるまうように望（のぞ）まれているかかと聞きました。　おばあさんは言いました。　「アッラーの次に、服従（ふくじゅう）し、尊敬（そんけい）し、好きにならなければならないのが両親だよ。　私たちをとても立派に育（そだ）て、いつもそばで助けて導（みちび）いてくれているのは両親だよ。」

マナールは言いました。　「ぼくは本当に両親が大好きだし、いつも彼らに従（したが）おうとしているし、彼らを悲しませたくないなぁ。」　おばあさんはマナールに、おまえはいい子だね、と言い　「おまえはいつも彼らにとても愛情を持って優しくなければならないよ。特に両親が年をとった時には。　両親が年をとった時、おまえが好きでないことをするかもしれないけど、それでも両親を怒ってはいけないよ。」 
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それからおばあさんはマナールに言いました。　むかしにある人が、私たちのよげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）に、もっとも私たちの優しさと尊敬に値（あたい）するのは誰ですかと尋（たず）ね、その答えは“両親で、父親より母親でした。”　彼女はまた彼に言いました。「よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）はかつておっしゃいました。　全能（ぜんのう）のアッラーはかれのお好みにより、どんな罪も許されるが、両親への不服従（ふふくじゅう）は許されない。　アッラーは両親に優しくない者への懲罰（ちょうばつ）を急（いそ）がれる。」
マナールは「ありがとう、おばあさん。　いろいろ教えてくれて。　インシャーアッラー、ぼくはいつもアッラーと大好きなよげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）がぼくたちにいわれたように両親にふるまうようにするよ。」と言いました。
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クルアーンから
◇【われは両親への態度を人間に指示した。　人間の母親は、苦労にやつれてその（子）を胎内（たいない）に養（やしな）い、更に離乳（りにゅう）まで２年かかる。「われとあなたの父母に感謝しなさい。　われに（最後の）帰り所はあるのである。】（３１．ルクマーン章：１４節）
◇【われは人間に、両親に対して親切にするよう命じた。】（２９．蜘蛛（くも）章：８節）

ハディースから
●アナス・ブン・マリク(ラディアッラーフ　アンフ)が伝えたところによると、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）は大きな罪（つみ）について尋（たず）ねられた。そして彼は言った。「それらはアッラーと何かと同位（どうい）に置くこと、両親に不服従なこと、傷つけたりやケガをさせること、不法（ふほう）に人を殺すこと、そして間違った証言（しょうげん）をすること。」（アル・ブハーリより）
両親について、話し合ってみよう！


１．マナールはおばあさんに何を聞きましたか？








２．おばあさんは何と言いましたか？








３．なぜ、私たちは両親に従い、尊敬し、好きでなければならないと、あなたは思いますか？

















アッラーとあなたについて話してみよう！


１．おばあさんはマナールに、よげん者ムハンマド様（サッラッラーフ　アライヒ　ワ　サッラム）がおっしゃったことについて何を言いましたか？








２．マナールは何と言いましたか？








３．あなたは両親に対して、どのようにふるまっていますか？
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